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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、 対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 289,348 5.7 27,662 8.9 21,487 8.5 22,822 8.8 14,865 14.9

2026年３月期第１四半期 273,643 5.3 25,406 11.5 19,808 14.6 20,981 14.4 12,939 10.8

(注) 包括利益 2027年３月期第１四半期14,345百万円 ( 14.3％) 2026年３月期第１四半期12,554百万円 ( 5.0％)

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 37.59 37.58
2026年３月期第１四半期 32.30 32.29

(注) EBITDA＝営業利益＋減価償却費及びのれん償却額

（２）連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期第１四半期 736,953 537,838 72.9 1,365.01
2026年３月期 755,831 544,451 71.9 1,365.78

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 536,872百万円 2026年３月期 543,480百万円

２．配当の状況

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 24.00 － 26.00 50.00
2027年３月期 －
2027年３月期(予想) 28.00 － 28.00 56.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 572,000 4.2 52,000 0.4 39,500 △2.3 41,500 △2.9 27,000 1.8 68.27
通期 1,155,000 3.4 113,000 4.1 87,500 3.0 91,500 1.8 59,000 5.8 149.18

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：有

新規 ２社（社名）
ユニバーサルドラッグ株式会社
株式会社AppBrew

、 除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無
② ①以外の会計方針の変更 ：無
③ 会計上の見積りの変更 ：無
④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 405,658,130株 2026年３月期 410,275,830株
② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 12,346,335株 2026年３月期 12,350,320株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 395,496,115株 2026年３月期１Ｑ 400,586,062株

（注）期末自己株式数には、 「役員報酬ＢＩＰ信託口」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式(2027年３月期
１Ｑ 650,136 株、 2026年３月期 662,640株）が含まれております。また、 「役員報酬ＢＩＰ信託口」及び「株式付与ＥＳＯ
Ｐ信託口」が保有する当社株式を、 期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ：無

※業績予想の適切な利用に関する説明、 その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
上記の業績予想につきましては、 発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものです。実際の業績は、 今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、 業績予想に関する事項につきましては、 添付資料の４ページをご
参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2026年４月１日～2026年６月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改

善により、緩やかに回復しておりますが、中東情勢をはじめとする地政学リスクの長期化や金融資本市場の変動

等、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

ドラッグストア業界においても、業種・業態を越えた競合企業の新規出店、商勢圏拡大に向けた新たなエリア

への侵攻、Ｍ＆Ａによる規模拡大、同質化する異業種との競争、それらが要因となる狭小商圏化など、当社を取

り巻く経営環境は厳しい状況が継続しております。

このような環境の中、2031年３月期のグループ経営目標達成に向けて設定した「価値を共創し分かち合う」と

いう基本的な考え方に基づいた以下の３つの重点戦略を推進しております。

① 差別化戦略：当社ならではのプラットフォームビジネスの強化

お客様に選ばれ続ける企業を目指し、事業ドメインである美と健康の分野で当社にしか出来ない新しい価値を

お客様に提供するため、当社の強みである魅力的な商品・サービス、価値や体験、大都市圏を中心とした店舗

網、そして多くの顧客接点からもたらされるクローズドな情報などを活用し、ドラッグストアと調剤事業のシー

ムレスな連携によるお客様の利便性向上と、当社ならではのＢｔｏＢを含む事業領域の拡張を推進しております。

② 投資戦略：価値共創に向けたビジネスインフラへの投資

収益の持続的な獲得を目指し、当社のプラットフォームを支える基盤への積極的な投資を行っております。

具体的には、デジタル技術を活用したお客様の利便性向上や運営の効率化、事業領域の拡張に向けたシステム

投資を推進しております。また、大都市圏を中心とする重点エリアへの出店や店舗への調剤併設化を強化すると

ともに、Ｍ＆Ａによる事業規模の拡大に向けた「連合体構想」を進め、当社グループへ参画しやすい体制を整備

しております。その一環として、前期に新設した中間持株会社である株式会社アンドカンパニーを通じ、2026年

４月１日に東京都と埼玉県にドラッグストア・調剤薬局を19店舗展開しているユニバーサルドラッグ株式会社を

子会社化するなど店舗網の拡大を図っております。こうした取り組みの結果、2026年６月末現在における当社グ

ループの国内店舗数は3,650店舗（うち調剤薬局数1,123店舗）となりました。

この他、ＡＳＥＡＮを中心とした海外事業の拡大、人的資本への投資として、従業員にとって働きやすい労働

環境、働きがい・やりがいのある環境の整備や、プロフェッショナル、グローバル人材の継続的な育成と従業員

エンゲージメントの向上を図っております。

③ 社会貢献・還元：企業価値向上に資する持続可能な経営の実践

当社グループ理念・グループビジョンの実現と企業価値の向上に資する持続可能な経営に向け、ステークホル

ダーへの安定的な還元、コーポレートガバナンスの充実、環境・社会への対応（気候変動対応、地域医療サポー

ト）、資本市場からの要請対応（資本コスト経営、最適資本構成検討）を行っております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における主な経営成績は次のとおりであります。

前第１四半期

連結累計期間

（百万円）

当第１四半期

連結累計期間

（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）

売上高 273,643 289,348 15,705 5.7

営業利益 19,808 21,487 1,679 8.5

経常利益 20,981 22,822 1,841 8.8

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,939 14,865 1,926 14.9
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セグメントの業績概況について

＜マツモトキヨシグループ事業＞

マツモトキヨシグループ事業では、１億7,254万の顧客接点を活用し、店舗とアプリ・オンラインストアを融

合する施策の推進や、ドラッグストアと調剤事業のシームレスな連携によるお客様の利便性向上、デジタル技術

による運営効率化等、「差別化戦略」を推進しております。

ＰＢ（プライベートブランド）商品においては、「matsukiyo」誕生10周年を機に、新たなブランドビジョン

「Go for WOW！」を掲げ、新しさと驚きをもたらす商品を届けるブランドへと進化の第一歩を踏み出しました。

商品パッケージも新デザインに一新し、順次導入を進めております。また、環境配慮型ＰＢ商品の比率向上のた

め、新たな「環境配慮型製品指針」を策定し、基準を満たした製品へ独自の環境配慮ロゴマーク「FACE to

EARTHマーク」の付与を開始するなど、サステナビリティへの取り組みも強化しております。加えて、メーカー

との取り組みによる共創品や専売品の発売も継続して推進しており、ダイエット＆デイリーケア新ブランド

「SPICA（スピカ）」の展開を開始したほか、新シリーズ「matsukiyo メディヴェール（MEDIVEIL+）」の発売や

matsukiyo LAB「サステナブルロカボライン」を新ブランド「ロカボーティエ」へリニューアルするなど、膨大

な顧客接点と精度の高い分析力を活用し、新たな市場の開拓や既存商品のアップデートをすることで収益性の向

上とブランド価値の最大化を図っております。

また、都市圏を中心とする重点エリアへの出店強化と、調剤併設化の推進、ＡＳＥＡＮを中心とした新規国進

出も含めた海外事業の拡大等、「投資戦略」を推進しております。2026年６月末現在におけるマツモトキヨシグ

ループ事業の国内店舗数は1,992店舗（うち調剤薬局数488店舗）となりました。また、海外店舗数はタイ王国で

37店舗、台湾で24店舗、ベトナム社会主義共和国で21店舗、香港で19店舗、グアムで１店舗、マレーシアで３店

舗の合計105店舗となりました。

＜ココカラファイングループ事業＞

ココカラファイングループ事業では、国内における「差別化戦略」や「投資戦略」等の重点戦略に対して、マ

ツモトキヨシグループ事業と同様の取り組みを実行しております。当期はさらなる収益性の向上を目指し、人的

資本の再配置やスクラップ＆ビルドを推進しております。また、グループ経営の一層の効率化を図るため、2026

年４月１日付で株式会社ココカラファインヘルスケアが株式会社岩崎宏健堂を吸収合併いたしました。

2026年６月末現在におけるココカラファイングループ事業の国内店舗数は1,527店舗（うち調剤薬局数538店

舗）となりました。

＜アンドカンパニー事業＞

アンドカンパニー事業では、新生堂薬局の強みと当社グループのノウハウ・リソースを融合させることで、ド

ミナントエリアにおけるシェア拡大とお客様の利便性の向上を図っております。シナジー創出に向けて、ＰＢ商

品を導入しているほか、システム統合や商品構成の最適化に向けた準備を進めております。また、2026年４月１

日にはユニバーサルドラッグ株式会社を子会社化いたしました。これらの結果、2026年６月末現在におけるアン

ドカンパニー事業の国内店舗数は131店舗（うち調剤薬局数97店舗）となりました。

［国内店舗の出店・閉店の状況］

国内店舗の出店・閉店の状況は次のとおりであります。

（単位：店舗）

2026年３月31

日現在の店舗

数

子会社化等 出店 閉店

2026年６月30

日現在の店舗

数

マツモトキヨシグループ事業 1,970 － 28 6 1,992

ココカラファイングループ事業 1,536 － 8 17 1,527

アンドカンパニー事業 112 19 0 0 131

合計 3,618 19 36 23 3,650

＜管理サポート事業＞

管理サポート事業では、当社グループ会社が取り扱う商品の仕入や当社グループ会社の経営管理・統轄、その

間接業務の受託、当社グループ会社からの配当金収入及び、外部への商品供給・施工業務・広告宣伝等を行って

おり、業務活動の範囲も拡大しております。当期においては、新たに株式会社AppBrewを連結対象といたしまし

た。同社が展開する化粧品メディア「LIPS」と当社グループの顧客基盤との連携を通じて、顧客理解の深化やマ

ーケティング施策の高度化を図り、広告事業及びプラットフォーム戦略の強化を推進しております。
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これらの結果、セグメントの業績は次のとおりであります。

前第１四半期

連結累計期間

（百万円）

当第１四半期

連結累計期間

（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）

マツモトキヨシ

グループ事業

売上高 175,393 183,891 8,498 4.8

セグメント利益 14,339 16,100 1,760 12.3

ココカラファイン

グループ事業

売上高 97,496 97,453 △42 △0.0

セグメント利益 4,989 5,436 447 9.0

アンドカンパニー

事業

売上高 － 6,181 6,181 －

セグメント利益 － 12 12 －

管理サポート

事業

売上高 184,656 216,330 31,673 17.2

セグメント利益 17,445 43,060 25,615 146.8

調整額 売上高 △183,902 △214,509 △30,606 －

セグメント利益 △16,966 △43,122 △26,155 －

合計 売上高 273,643 289,348 15,705 5.7

セグメント利益 19,808 21,487 1,679 8.5

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて188億78百万円減少

して7,369億53百万円となりました。これは主に、商品が64億53百万円増加したものの、現金及び預金が182億73

百万円、投資有価証券が58億14百万円、売掛金が35億10百万円減少したこと等によるものであります。

負債につきましては、122億65百万円減少して1,991億14百万円となりました。これは主に、その他の固定負債

が12億94百万円、買掛金が13億１百万円増加したものの、未払法人税等が122億36百万円、賞与引当金が24億96

百万円減少したこと等によるものであります。

純資産につきましては、66億12百万円減少して5,378億38百万円となりました。これは主に、利益剰余金が47

億26百万円増加したものの、資本剰余金が105億44百万円、その他有価証券評価差額金が６億81百万円減少した

こと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月13日に公表した連結業績予想から変更はありません。



株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー(3088) 2027年３月期 第１四半期決算短信

5

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 119,746 101,473

売掛金 74,520 71,009

電子記録債権 － 13

商品 159,996 166,449

貯蔵品 911 869

その他 47,073 46,575

貸倒引当金 △1,119 △1,113

流動資産合計 401,128 385,277

固定資産

有形固定資産

土地 50,439 50,252

その他 65,480 66,476

有形固定資産合計 115,919 116,729

無形固定資産

のれん 98,308 100,175

その他 31,320 32,841

無形固定資産合計 129,629 133,016

投資その他の資産

投資有価証券 28,974 23,159

敷金及び保証金 62,161 62,359

その他 18,679 17,068

貸倒引当金 △660 △657

投資その他の資産合計 109,154 101,930

固定資産合計 354,703 351,675

資産合計 755,831 736,953
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 119,691 120,993

未払法人税等 18,893 6,656

短期借入金 1,880 1,516

賞与引当金 5,942 3,446

ポイント引当金 245 296

契約負債 4,543 5,018

資産除去債務 12 39

その他 30,486 30,065

流動負債合計 181,696 168,031

固定負債

役員退職慰労引当金 342 －

債務保証損失引当金 70 57

株式給付引当金 363 482

役員株式給付引当金 39 39

退職給付に係る負債 462 530

資産除去債務 15,278 15,551

その他 13,126 14,421

固定負債合計 29,683 31,082

負債合計 211,380 199,114

純資産の部

株主資本

資本金 22,051 22,051

資本剰余金 166,745 156,200

利益剰余金 374,508 379,235

自己株式 △27,998 △28,175

株主資本合計 535,307 529,312

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,781 7,099

為替換算調整勘定 391 460

その他の包括利益累計額合計 8,172 7,560

新株予約権 43 43

非支配株主持分 928 922

純資産合計 544,451 537,838

負債純資産合計 755,831 736,953
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 273,643 289,348

売上原価 179,360 185,973

売上総利益 94,283 103,375

販売費及び一般管理費

給料及び手当 25,569 27,661

賞与引当金繰入額 3,142 3,309

退職給付費用 578 636

地代家賃 19,584 20,413

その他 25,600 29,866

販売費及び一般管理費合計 74,474 81,887

営業利益 19,808 21,487

営業外収益

受取利息 43 32

受取配当金 166 173

固定資産受贈益 105 140

発注処理手数料 487 542

情報提供料収入 158 160

その他 242 307

営業外収益合計 1,204 1,357

営業外費用

支払利息 16 13

為替差損 3 －

その他 11 9

営業外費用合計 31 22

経常利益 20,981 22,822

特別利益

固定資産売却益 0 151

特別利益合計 0 151

特別損失

固定資産売却損 13 0

固定資産除却損 67 69

店舗閉鎖損失 43 240

減損損失 89 115

損害賠償金 65 －

特別損失合計 279 426

税金等調整前四半期純利益 20,701 22,547

法人税、住民税及び事業税 5,646 5,730

法人税等調整額 2,040 1,860

法人税等合計 7,687 7,590

四半期純利益 13,014 14,957

非支配株主に帰属する四半期純利益 75 91

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,939 14,865
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 13,014 14,957

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △765 △681

為替換算調整勘定 305 69

その他の包括利益合計 △460 △612

四半期包括利益 12,554 14,345

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,478 14,253

非支配株主に係る四半期包括利益 75 91
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結会計期間において、非連結子会社としておりました株式会社AppBrewが連結上の重要性が増し

たため、同社を連結の範囲に含めております。

また、ユニバーサルドラッグ株式会社の全株式を2026年４月１日付で取得し子会社化したため、同社を連結の

範囲に含めております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2026年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式4,617,700株の取得を行っております。この

取得により、当第１四半期連結会計期間末において、自己株式が10,745百万円増加しております。

（自己株式の消却）

当社は、2026年５月13日開催の取締役会決議に基づき、2026年５月29日付で自己株式4,617,700株の消却を行

っております。これにより、当第１四半期連結会計期間末において、資本剰余金が10,544百万円、自己株式が

10,544百万円減少しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

当座貸越契約

当社は、効率的な資金調達のため前連結会計年度末は取引金融機関13行と、当第１四半期連結会計期間末は取

引金融機関12行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に基づく、借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

当座貸越契約の総額 53,900百万円 53,500百万円

借入実行残高 － －

差引額 53,900 53,500

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 3,963百万円 4,381百万円

のれんの償却額 1,618 1,793
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

マツモトキヨシ

グループ事業

ココカラファイン

グループ事業

アンドカンパニー

事業

管理サポート

事業
合計

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額(注)２

売上高

外部顧客への売上高 175,208 97,482 － 952 273,643 － 273,643

セグメント間の

内部売上高又は振替高
184 13 － 183,704 183,902 △183,902 －

計 175,393 97,496 － 184,656 457,545 △183,902 273,643

セグメント利益 14,339 4,989 － 17,445 36,775 △16,966 19,808

(注) １．セグメント利益の調整額△16,966百万円には、セグメント間取引消去△16,966百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位とし、遊休資産については

物件単位ごとにグルーピングしております。営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループ

及び土地等の時価の下落が著しい資産グループについては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

89百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。

報告セグメントごとの計上額は、「マツモトキヨシグループ事業」で22百万円、「ココカラファイングルー

プ事業」で67百万円となっております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

マツモトキヨシ

グループ事業

ココカラファイン

グループ事業

アンドカンパニー

事業

管理サポート

事業
合計

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額(注)２

売上高

外部顧客への売上高 183,746 97,430 6,181 1,990 289,348 － 289,348

セグメント間の

内部売上高又は振替高
145 23 0 214,339 214,509 △214,509 －

計 183,891 97,453 6,181 216,330 503,857 △214,509 289,348

セグメント利益 16,100 5,436 12 43,060 64,609 △43,122 21,487

(注) １．セグメント利益の調整額△43,122百万円には、セグメント間取引消去△43,122百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．当第１四半期連結会計期間において、ユニバーサルドラッグ株式会社を連結子会社化したことに伴い、同社

を「アンドカンパニー事業」セグメントに含めております。また、株式会社AppBrewを連結の範囲に含めた

ことに伴い、同社を「管理サポート事業」セグメントに含めております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位とし、遊休資産については

物件単位ごとにグルーピングしております。営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループ

及び土地等の時価の下落が著しい資産グループについては、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

115百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。

報告セグメントごとの計上額は、「マツモトキヨシグループ事業」で85百万円、「ココカラファイングルー

プ事業」で30百万円となっております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において、株式会社新生堂薬局の全株式を取得し完全子会社化しております。それに伴い、

報告セグメントに「アンドカンパニー事業」を追加しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載し

ております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

顧客との契約から生じる収益を分解した情報では、各報告セグメントの売上高を顧客との契約から生じる収益とそ

の他の収益に分解し、さらに顧客との契約から生じる収益を、小売販売に係る売上高とそれ以外の売上高に分解して

おります。

前第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
マツモトキヨシ
グループ事業

ココカラファイン
グループ事業

アンドカンパニー
事業

管理サポート
事業

小売

医薬品 51,538 40,349 － － 91,887

化粧品 64,604 30,462 － － 95,067

日用品 31,271 17,072 － － 48,343

食品 17,171 7,267 － － 24,439

その他（注）１ 10,147 2,117 － 895 13,160

顧客との契約から生じる収益 174,733 97,269 － 895 272,898

その他の収益（注）２ 474 213 － 57 744

外部顧客への売上高 175,208 97,482 － 952 273,643

（注）１．卸売事業における売上高、広告宣伝に係る売上高等が含まれます。

２．企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入が含まれます。

当第１四半期連結累計期間（自 2026年４月１日 至 2026年６月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
マツモトキヨシ
グループ事業

ココカラファイン
グループ事業

アンドカンパニー
事業

管理サポート
事業

小売

医薬品 53,402 40,638 4,109 － 98,150

化粧品 69,554 30,698 890 － 101,142

日用品 32,259 17,012 713 － 49,985

食品 17,660 6,769 415 － 24,845

その他（注）１ 10,392 2,078 35 1,934 14,439

顧客との契約から生じる収益 183,269 97,197 6,164 1,934 288,565

その他の収益（注）２ 476 233 17 56 783

外部顧客への売上高 183,746 97,430 6,181 1,990 289,348

（注）１．卸売事業における売上高、広告宣伝に係る売上高等が含まれます。

２．企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入が含まれます。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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３．補足情報

売上及び仕入の状況

（１）事業部門別売上状況

当第１四半期連結累計期間の売上実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント別

当第１四半期連結累計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年６月30日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

マツモトキヨシグループ事業 183,746 104.9％

ココカラファイングループ事業 97,430 99.9％

アンドカンパニー事業 6,181 －％

管理サポート事業 1,990 209.0％

合計 289,348 105.7％

(注) セグメント間の取引については相殺消去しております。

（２）商品別売上状況

当第１四半期連結累計期間の売上実績を商品ごとに示すと、次のとおりであります。

商品別

当第１四半期連結累計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年６月30日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

医薬品 98,150 106.8％

化粧品 101,142 106.4％

日用品 49,985 103.4％

食品 24,845 101.7％

合計 274,125 105.5％

（注）商品別売上状況は管理サポート事業を除いております。また、上記の金額には営業収入（テナントからの受取

家賃及びフランチャイジーからのロイヤルティ収入等）は含まれておりません。

（３）商品別仕入状況

当第１四半期連結累計期間の仕入実績を商品ごとに示すと、次のとおりであります。

商品別

当第１四半期連結累計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年６月30日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

医薬品 58,812 106.3％

化粧品 67,589 108.5％

日用品 35,051 102.3％

食品 21,641 103.8％

合計 183,094 106.0％

（注）商品別仕入状況は管理サポート事業を除いております。


